
　木造住宅フォーラム特集にあたって

　去る10月7日，「住宅とインテリア－木材の効

果的な活用－」というテーマで「木造住宅フォー

ラム」が開催されました。この催しは北海道木質

材料需要拡大協議会，北海道林産技術普及協会，

北海道建築指導センターが主な実施団体として，

林産試験場および木と暮らしの情報館を会場に

「木造住宅フェアー」の一環として行われたもの

です。

　近年，マイホーム作りも生活水準の向上に伴な

い，個性化，本物指向など，高級化しつつありま

す。

　住宅構造，内外装，インテリア，エクステリア

など様々な分野で木の持つ美しさ，暖かさ，やわ

らかさなど，素材としての木材の良さが見直さ

れ，「木のブーム」の再来と言われています。し

かし，北海道の木造住宅の割合は，昭和63年度で

は55％と，昭和50年の80％に比べて一貫して減少

しているのが現状です。

　一方，今後の住宅建築についてみますと，道民

の８割もの人達が木造住宅を求めており，また，

住宅に対するニーズも，ゆとりある住環境や高断

熱，高気密などすぐれた居住性を望んでいます。
これらの要望に適切に応えてゆくには，北国にふ
さわしい木造住宅の居住性，施工性の向上やリフォ
ーム技術，そして何よりもデザイン性のすぐれた
木製品の開発や住宅設計が大切といえます。
　そこで，建築部材メーカーや設計・工務店，イ
ンテリアコーディネーター，一般のユーザーなど
を対象に，それぞれ第一線でど活躍の方々にお集
まりいただき，これらの問題を考えることによっ
て木造住宅の良さに対する理解と関心を深め，住
宅産業の振興，木材需要の拡大，林業・林産業の
振興を図ろうとすることがこのフォーラムの目的
です。
　パネラーの貴重な提言，コーディネーターのた
くみな誘導などもあり，このフォーラムは大変実
り多いものとなりました。関係者の許しを得て，
本誌に掲載させていただくことにいたしましたの
で，マイホーム作り，増改築の参考にしていただ
ければ幸甚です。
　なお，パネラー，コーディネーターの略歴は上
記掲載の通りです。
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